
　中川虎之助（1859～1926）は上板町神宅の出
身で、90年以上も前（1914）に、国会議員として
淡路島と鳴門の間に橋を架けることを提案した人
物として知られています。中川はまた、八重山（石
垣島）でのサトウキビ栽培を志し、現地に渡りサ
トウキビ畑を開墾し、製糖工場を建てるなど、現
在の石垣島の基幹産業となっている製糖を伝えた
人でもあります。写真は、石垣島の名蔵において
1894年（明治27）7月に撮影された開墾を指揮す
る中川虎之助で、当時のようすを知ることができ

る数少ない貴重な資料の一つです。（中川佳弘氏
提供）
　文化の森開園15周年記念企画展「ふるさと再
発見―15の人・もの・場所―」では、徳島にゆ
かりの深い15の人・もの・場所にスポットをあて、
知っているようであまり知らなかったり、意外な
一面があるものなどについてさまざまな資料を使
って紹介します。ふるさと徳島を“再発見”して
みてください。　　　　
　　　　　（15周年記念企画展担当：魚島純一）

八重山・石垣島の名蔵で馬に乗って開墾の指揮をとる中川虎之助（1894年（明治27）7月撮影）
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　ナノナビス類は殻が厚く、表面に強い放射肋を
もつフネガイ目シコロエガイ科の二枚貝です。日
本では白亜紀前期から知られ、白亜紀末には絶滅
しました。現在でも近い種類のフネガイ目の二枚
貝は生存しており、お寿司屋さんなどでよく見か
けるアカガイはその仲間の一つです。ナノナビス
類は全国の白亜紀の海成層から多産し、現在まで
に少なくとも9種ほどが報告されています。
　徳島県にも分布している白亜紀の地層の和泉層
群や物部川層群からもナノナビス類は産出してい
ます。特に白亜紀後期の和泉層群においては、産
出する化石の中で、かなりの割合を占めます。淡
路島の和泉層群からはナノナビス・スプレンデン
ス（Nanonavis splendens）（図1）やナノナビス・ア
ワジアヌス(Nanonavis awajianus）（図2）、ナノナ
ビス・ブレビス（Nanonavis　brevis）（図3）が1958
年に大阪市立大学の市川浩一郎先生らによって新
種として記載されました。ナノナビス・スプレン
デンスは日本産ナノナビス類の中でも最も大きな
種で、大きなものは、殻長10cmを超えます。ナ
ノナビス・アワジアヌスとナノナビス・ブレビス
はナノナビス類の中では中～小型の種類であり、

ナノナビス・アワジアヌスの方がナノナビス・ブ
レビスより殻頂の突出が大きく、また殻の膨らみ
も強いのが特徴です。四国の和泉層群からはナノ
ナビス・アマクセンシス（Nanonavis amakusensis）
（図4）が産出しています。
　また、白亜紀前期の物部川層群からナノナビス
類の初期の種類であるナノナビス・ヨコヤマイ
(Nanonavis yokoyamai）（図5）が産出します。ナノ
ナビス・ヨコヤマイは横長で、小型な種類であり、
白亜紀後期に出現する多くの種類はこの種から派
生していったと考えられています。この他にも全
国の白亜紀の地層からは、ナノナビス・シュード
カリナータ（Nanonavis pseudocarinata）やナノナビ
ス・サハリネンシス（Nanonavis sachalinensis）（図6）、
ナノナビス・ターギダ（Nanonavis　turgida）、ナノ
ナビス・エロンガタス(Nanonavis elongatus)が産
出しています。

（地学担当：辻野泰之）
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焼け野原の徳島市街（徳島空襲を記録する会『写真集・徳島大空襲』1988年）より
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　1945年（昭和20）7月4日未明、徳島市街はア
メリカ軍の激しい爆撃によって焼け野原となりま
した。この爆撃によって、死者約1,000人、負傷
者約2,000人、被災者約70,000人の大きな被害
を受けました。さらに神社・仏閣などの数多くの
重要な建物をはじめ、貴重な文化財などが多数焼
失し、人的・物的ともに極めて大きな被害を受け
ました。この戦争による大きな被害は、徳島大空
襲と呼ばれています。市内各所の被災情況の写真
（徳島空襲を記録する会『写真集・徳島大空襲』
1988年）によると、市街地は見渡すかぎりの焼
け野原となり、わずかに焼け残ったコンクリート
建築のビルと一部の木造の建物とが残っているあ
りさまです。市街の中心部に架かっていた新町橋
は焼け落ち、徳島駅も全焼し、寺町もまったく廃
墟となりました。
　このように、徳島市街地は焼け野原となりまし
たが、アメリカ軍の「作戦任務報告書」によると、
アメリカ軍は徳島市街地のみならず、市内の重要
な軍需工場なども爆撃の目標としていました。徳
島を爆撃したグアム島の第314航空団は、あらか
じめ司令部の命令に基づき、県下最大の紡績工場
であった前川の敷島紡績株式会社や防毒兵器など
を製作していた田宮の川崎航空株式会社、さらに
沖の州造船所の3カ所を明らかに爆撃目標として

いました。そのため、これらの工場や造船所は、
アメリカ軍の激しい爆撃によって著しい被害を受
けました。
　徳島を爆撃した第314航空団を指揮した司令部
はワシントンの空軍司令部に、徳島市の市街地
74％、1.7平方マイル（約4.4平方キロメートル）
を破壊、焼失させたと報告しています。この数値
は、アメリカ軍が爆撃前後に撮影した徳島市街地
の写真を比較して計算した数値で、かなり正確な
実態を示したものと考えられます。これに対して、
徳島側の資料では、焼失面積は旧徳島市の約60
％とされています。徳島大空襲後の徳島市の人口
は、約半数（58.6％）に大きく減少しました（『徳
島市誌』）。
　こうして徳島市街地はまったくの焼け野原とな
り、人的・物的ともに極めて大きな被害を受けま
した。現在においても、徳島大空襲の傷跡は、高
原ビル・蔭山邸の建物や寺町の墓石・灯籠・石碑
などの石造物に深い傷跡を残しています。さらに
現在でも、市内各所の工事現場などから、溶解し
たガラス片をはじめ、赤く焼け焦げた瓦・煉瓦や
釉薬が溶解した数々の陶磁器などの空襲遺物が出
土します。徳島大空襲の傷跡は、60年を経過し
た現在においても、今なお深い傷跡を残していま
す。　　　　　　　　　　（歴史担当：山川浩實）
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　昨年10月20日、台風23号が徳島にも大雨をも
たらし、園瀬川が氾濫して園瀬橋の上流一帯が水
浸しになったことは記憶に新しいと思います。そ
の時、上八万町上中筋の園瀬川南岸の堤防わきの
田んぼで噴砂が起こりました。しばらく後に新聞
などで報道されたので覚えている方も多いのでは
ないでしょうか。私もその直後に現地を見学し、
直径2m・高さ30cmのものを最大に、大小10数
個のクレーター状の噴砂を確認しました（図1、 2）。
田んぼの所有者の話では、以前にも小規模なもの
は見たことがあったものの、今回ほど大きなもの
は初めてだとのことでした。
　地層の液状化や噴砂という現象が人々に認識さ
れるようになったのは、新潟地震（1964年）以降
だと言われています。沖積平野や埋立地、旧河道
などのゆるく堆積した水分を多く含む地層が地震
の震動を受けたりすると、水圧が高まり、堆積粒
子（砂）が浮遊して流動化する現象が起こります。
それが液状化です。そして、液状化した砂と水が
より低圧の方向へ移動し、地表に噴出するのが噴
砂・噴水と呼ばれる現象です。その際、地中に埋
設された配管を持ち上げたり、地表の構造物を破
壊したりして大きな被害をもたらします。阪神淡
路大震災（1995年）や芸予地震（2001年）でも、液
状化による被害が大きな注目を集めました。阪神
淡路大震災の時には、徳島県下でも鳴門市の海岸
部ではたくさんの噴砂・噴水が見られました（図3）。
　ところで、私は昨年、博物館ニュースNo.56（9月
17日発行）に「上八万盆地の園瀬川の古流路」と
いう記事を書きました。その中で、現在の園瀬川
は江戸時代初期の付け替え工事によって作られた
もので、それ以前の園瀬川は現在とは異なる流路
をとっていたと考えられることを紹介し、古流路
の推定を行いました。台風23号による園瀬川の
氾濫が起こったのは、それから１カ月後のことで
した。
　昨年の台風23号による園瀬川の増水は近年ま
れなもので、上八万町一帯では堤防ぎりぎりまで
水位が上がりました。上中筋の噴砂が見られたあ
たりは、ちょうど園瀬川の古流路の真上に当たっ
ており、地下には古流路に沿って砂利層が広がっ

ていて、ふだんから伏流水が流れていると考えら
れます。そこへ台風による増水で河川水位が上昇
し、それに伴って地下水位も上昇し、堤防わきの
表土の弱線に沿って水と砂が地表に噴出し、噴砂
が生じたものと考えられます。
　噴砂という現象は、平野部で地震のときに起こ
るものと思っていましたが、局地的で小規模な噴
砂は川の増水によっても生じることがあることを
知った次第です。　　　　　（館長：両角芳郎）

図１　上八万町上中筋で見られた噴砂群。右手の
茂みが園瀬川の堤防。（2004年11月27日撮影）

図２　図1の右手前の噴砂のクローズアップ。

図３　阪神淡路大震災の時に生じた噴砂（鳴門市
里浦）。この時の噴水は高さ2mにも達した
とのこと。（1995年1月20日撮影）
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